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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年9月16日(2010.9.16)

【公開番号】特開2009-39359(P2009-39359A)
【公開日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-008
【出願番号】特願2007-208472(P2007-208472)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３３５　
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３３０Ａ
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３５０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月29日(2010.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の線量で放射線撮影をする第１の撮影と、前記第１の線量よりも少ない第２の線量
で放射線撮影をする第２の撮影とが可能な撮影手段と、
　周期的な動作をする臓器について、当該周期的な動作の一周期における複数のタイミン
グで前記第２の撮影を実行して複数の画像を得る実行手段と、
　前記実行手段により取得された前記複数の画像から得られる前記臓器の変化量に基づい
て、前記臓器の周期的な動作における一周期内の特定の位相に対応する予測されたタイミ
ングを決定する決定手段と、
　前記予測されたタイミングで前記第１の撮影を実行する撮影制御手段とを備えることを
特徴とする放射線撮影装置。
【請求項２】
　前記実行手段は、前記第２の撮影を前記予測されたタイミングの前後で実行し、
　前記決定手段は、
　前記第１及び第２の撮影を実行することにより取得された画像に基づいて認識される前
記特定の位相のタイミングと、前記予測されたタイミングとのずれを検出する検出手段と
、
　前記検出手段で検出されたずれに基づいて、前記予測されたタイミングを補正する補正
手段とを備えることを特徴とする請求項１に記載の放射線撮影装置。
【請求項３】
　前記検出手段は、前記第１及び第２の撮影を実行することにより取得された画像間にお
ける前記臓器の大きさの増減量を検出し、
　前記補正手段は、前記検出手段で検出された増減量の和が所定の値になるように前記予
測されたタイミングを補正することを特徴とする請求項２に記載の放射線撮影装置。
【請求項４】
　前記検出手段で検出されたずれの量に基づいて、前記実行手段が実行する前記第２の撮
影の回数を変更する変更手段を更に備えることを特徴とする請求項２または３に記載の放
射線撮影装置。
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【請求項５】
　第１の線量で放射線撮影をする第１の撮影と、前記第１の線量よりも少ない第２の線量
で放射線撮影をする第２の撮影とが可能な放射線撮影装置の制御方法であって、
　実行手段が、周期的な動作をする臓器について、当該周期的な動作の一周期における複
数のタイミングで前記第２の撮影を実行して複数の画像を得る実行工程と、
　決定手段が、前記実行工程により取得された前記複数の画像から得られる前記臓器の変
化量に基づいて、前記臓器の周期的な動作における一周期内の特定の位相に対応する予測
されたタイミングを決定する決定工程と、
　撮影制御手段が、前記予測されたタイミングで前記第１の撮影を実行する撮影制御工程
とを備えることを特徴とする放射線撮影装置の制御方法。
【請求項６】
　前記実行工程では、前記第２の撮影を前記予測されたタイミングの前後で実行し、
　前記決定工程は、
　検出手段が、前記第１及び第２の撮影を実行することにより取得された画像に基づいて
認識される前記特定の位相のタイミングと、前記予測されたタイミングとのずれを検出す
る検出工程と、
　補正手段が、前記検出工程で検出されたずれに基づいて、前記予測されたタイミングを
補正する補正工程とを備えることを特徴とする請求項５に記載の放射線撮影装置の制御方
法。
【請求項７】
　前記検出工程では、前記第１及び第２の撮影を実行することにより取得された画像間に
おける前記臓器の大きさの増減量を検出し、
　前記補正工程では、前記検出工程で検出された増減量の和が所定の値になるように前記
予測されたタイミングを補正することを特徴とする請求項６に記載の放射線撮影装置の制
御方法。
【請求項８】
　前記検出工程で検出されたずれの量に基づいて、前記実行工程で実行される前記第２の
撮影の回数を変更する変更工程を更に備えることを特徴とする請求項６または７に記載の
放射線撮影装置の制御方法。
【請求項９】
　請求項５乃至８のいずれか１項に記載された放射線撮影装置の制御方法の各工程をコン
ピュータに実行させるコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載されたコンピュータプログラムを格納したことを特徴とするコンピュー
タ読み取り可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の目的を達成するための本発明の一態様による放射線撮影装置は以下の構成を備え
る。すなわち、
　第１の線量で放射線撮影をする第１の撮影と、前記第１の線量よりも少ない第２の線量
で放射線撮影をする第２の撮影とが可能な撮影手段と、
　周期的な動作をする臓器について、当該周期的な動作の一周期における複数のタイミン
グで前記第２の撮影を実行して複数の画像を得る実行手段と、
　前記実行手段により取得された前記複数の画像から得られる前記臓器の変化量に基づい
て、前記臓器の周期的な動作における一周期内の特定の位相に対応する予測されたタイミ
ングを決定する決定手段と、
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　前記予測されたタイミングで前記第１の撮影を実行する撮影制御手段とを備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記の目的を達成するための本発明の他の態様による放射線撮影装置の制御方法は、
　第１の線量で放射線撮影をする第１の撮影と、前記第１の線量よりも少ない第２の線量
で放射線撮影をする第２の撮影とが可能な放射線撮影装置の制御方法であって、
　実行手段が、周期的な動作をする臓器について、当該周期的な動作の一周期における複
数のタイミングで前記第２の撮影を実行して複数の画像を得る実行工程と、
　決定手段が、前記実行工程により取得された前記複数の画像から得られる前記臓器の変
化量に基づいて、前記臓器の周期的な動作における一周期内の特定の位相に対応する予測
されたタイミングを決定する決定工程と、
　撮影制御手段が、前記予測されたタイミングで前記第１の撮影を実行する撮影制御工程
とを備える。
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